
 

 

令
和
二
年
第
二
回
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会 

七
月
臨
時
会
会
議
録 

 

令
和
二
年
七
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
開
議 

 

 

○
出
席
議
員 

 
 

 

一 
 

番 
 

伊
豆
丸 

 

精 

二 

 
 

 

二 
 

番 
 

小 

堀 
 

清 

次 

 
 

 

三 
 

番 
 

吉 

川 
 

敏 

文 

 
 

 

四 
 

番 
 

友 

永 
 

 
 

修 

 
 

 

五 
 

番 
 

坂 

口 
 

福 

美 

 
 

 

六 
 

番 
 

川 

西 
 

二 

郎 

 
 

 

七 
 

番 
 

池 

渕 
 

佐
知
子 

 
 

 

九 
 

番 
 

前 

園 
 

隆 

博 

 
 

 

十 
 

番 
 

西 

尾 
 

博 

道 

 
 

 

十 

一
番 

 

中 

武 
 

貞 

勝 

 
 

 

十 

二
番 

 

下 

野 
 

 
 

巖 

 
 

 

十 

三
番 

 

坂 

本 
 

尚 

之 

 
 

 

十 

四
番 

 

草 

尾 
 

勝 

司 

 
 

 

十 

五
番 

 

池 

添 
 

義 

春 

 
 

 

十 

六
番 

 

宮 

本 
 

 
 

哲 

 
 

 

十 

七
番 

 

植 

松 
 

栄 

次 

 
 

 

十 

八
番 

 

大 

束 
 

真 

司 

 
 

 

十 

九
番 

 

川 

上 
 

加
津
子 

 
 

 

二 

十
番 

 

山 

下 
 

亜
緯
子 

 
 

 

二
十
一
番 

 

福 

田 
 

英 

彦 

 
 

 

二
十
二
番 

 

嶋 

野 
 

浩
一
朗 

 
 

 

二
十
三
番 
 

菱 

田 
 

英 

継 

 
 

 

二
十
四
番 

 

堀 

口 
 

和 

弘 

 
 

 

二
十
六
番 

 

井 

上 
 

健
太
郎 

 
 

 

二
十
七
番 

 

中 

谷 
 

清 

豪 

 
 

 

二
十
八
番 

 

永 

谷 
 

幸 

弘 

 
 

 

二
十
九
番 

 

矢 

野 
 

正 

憲 

 
 

 

三 

十
番 

 

原 
 

 
 

明 

美 

 
 

 

三
十
一
番 

 

奥 

野 
 

 
 

学 

 
 

 

三
十
二
番 

 

西 

田 
 

い
く
子 

 
 

 

三
十
三
番 

 

井 

上 
 

浩 

一 

 

○
欠
席
議
員 

 
 

 

八 
 

番 
 

貫 

野 
 

幸
治
郎 

 
 

 

二
十
五
番 

 

島 
 

 
 

弘 

一 

 

○
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

企

業

長 
 

永
藤 

英
機 

 
 

 

副

企

業

長 
 

吉
田 

景
司 

 
 

 

理

事

兼

経

営

管

理

部

長 
 

上
田 

伊
宏 

 
 

 

技

術

長

兼

事

業

管

理

部

長 
 

中
田 

耕
介 

 
 

 

経

営

戦

略

担

当

部

長 
 

中
塚 

 

肇 

 
 

 

経
営
管
理
部
副
理
事
兼
経
営
企
画
課
長 

 

松
本 

竜
三 

 
 

 

経
営
管
理
部
危
機
管
理
課
長 

 

松
村 

博
幸 

 
 

 
経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長 

 

田
村 

武
志 

 
 

 

経

営

管

理

部

総

務

課

長 
 

小
島 

謙
一 

 
 

 

経

営

管

理

部

会

計

課

長 
 

岡
先 

雅
史 

 
 

 

事
業
管
理
部
副
理
事
兼
技
術
管
理
課
長 

 

向
井 

隆
裕 

 
 

 

事

業

管

理

部

工

務

課

長 
 

堤 
 

重
德 

  
 

 

監

査

委

員 
 

小
田 

利
昭 

 
 

 

経
営
管
理
部
総
務
課
参
事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長 

 

濵
田 

雄
司 

 

○
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

議

会

事

務

局

長 
 

濵
田 
雄
司 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

廣
永 
龍
治 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

晴
間 

幸
一 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

石
田 

治
仁 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

上
野 

 

萌 

 

○
議
事
日
程 

 

第
一 

議
席
の
指
定 

 

第
二 

議
長
の
選
挙 

 

第
三 

副
議
長
の
選
挙 

 

第
四 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

第
五 

会
期
決
定
の
件 

 
 

 
 

 

（
永
藤
企
業
長
挨
拶
） 

 

第
六 

諸
般
の
報
告 

 
 

 
 

 

（
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
） 

 

第
七 

第
一
号
報
告 

令
和
元
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

件 

 
 

 
 

第
二
号
報
告 

令
和
元
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
工 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

報
告
の
件 

 
 

 
 

 

（
吉
田
副
企
業
長
説
明
） 

 

第
八 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
派
遣
の
件 

 

○
会
議
に
付
し
た
事
件 

 
 

議
事
日
程
の
と
お
り 



 

 

午
後
一
時 

開
会 

 

○
濵
田
議
会
事
務
局
長 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
選
出

後
、
最
初
の
議
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
長
が
選
挙
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
臨
時
議
長

が
職
務
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
川
西
二
郎
議
員
に

臨
時
議
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
御
紹
介
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

御
登
壇
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
川
西
二
郎
議
員
登
壇
） 

○
川
西
議
員 

た
だ
い
ま
御
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
池
田
市
選

出
の
川
西
二
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
臨
時
に
議
長
の
職

務
を
行
い
ま
す
。
も
と
よ
り
議
長
選
出
ま
で
の
限
ら
れ
た
間
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
格
段
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

○
川
西
臨
時
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
令
和
二
年
七
月
臨
時
会
を
開

会
い
た
し
ま
す
。 

 

○
川
西
臨
時
議
長 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

○
川
西
臨
時
議
長 

日
程
第
一
、
議
席
の
指
定
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
議
員
の
議
席
は
、
議
事
の
進
行
上
、

本
職
か
ら
指
定
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
川
西
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い

た
し
ま
す
。 

 
 

議
席
は
、
お
手
元
に
配
付
の
議
席
一
覧
表
の
と
お
り
指
定
い

た
し
ま
す
。 

 

○
川
西
臨
時
議
長 

日
程
第
二
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
よ

る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
本
職
に
お
い
て
指
名
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
川
西
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙

の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
い
て
指
名

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

本
職
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

議
長
に
中
谷
清
豪
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
中
谷

清
豪
議
員
を
議
長
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
川
西
臨
時
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
中
谷

清
豪
議
員
が
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
中
谷
清
豪
議
員
の
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
あ

り
ま
す
。 

○
川
西
臨
時
議
長 

中
谷
清
豪
議
員
。 

 
 

 
 

（
中
谷
清
豪
議
員
登
壇
） 

○
中
谷
議
員 

議
長
就
任
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
御
推
挙
を
賜
り
、
大
阪
広
域
水
道

企
業
団
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
中
谷
清
豪

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
団
議
会
の
円
滑

な
運
営
を
行
い
、
広
域
水
道
事
業
の
発
展
に
努
め
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
方
並
び
に
永
藤
企
業
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
格
段
の
御
協
力
、
御
鞭
撻
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
川
西
臨
時
議
長 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
臨
時
議
長
と
し

て
の
職
務
は
終
わ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
中
谷
議
長 

日
程
第
三
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
法
第
百
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
推
選
に
よ

る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
本
職
に
お
い
て
指
名
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
中
谷
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の
方

法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
職
に
お
い
て
指
名
す
る

こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

副
議
長
に
永
谷
幸
弘
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
永
谷

幸
弘
議
員
を
副
議
長
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
中
谷
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
永
谷
幸
弘

議
員
が
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
い
ま
よ
り
永
谷
幸
弘
議
員
の
副
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が

あ
り
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

永
谷
幸
弘
議
員
。 

 
 

 
 

（
永
谷
幸
弘
議
員
登
壇
） 

○
永
谷
議
員 

副
議
長
就
任
に
際
し
ま
し
て
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の
御
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
永
谷
幸
弘
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

中
谷
議
長
の
下
、
議
員
各
位
の
御
支
援
を
賜
り
、
永
藤
企
業

長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
者
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
企
業
団
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
最



 

 

善
の
努
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
中
谷
議
長 

副
議
長
就
任
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
中
谷
議
長 

日
程
第
四
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま

す
。 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
矢
野
正
憲
議
員
及
び
原
明
美
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

○
中
谷
議
長 

日
程
第
五
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
中
谷
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
一

日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

○
中
谷
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
企
業
長
の
御
挨
拶
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

永
藤
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
永
藤
英
機
企
業
長
登
壇
） 

○
永
藤
企
業
長 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
企
業
長
の
永
藤
で
す
。 

 
 

本
日
は
、
令
和
二
年
第
二
回
企
業
団
議
会
七
月
臨
時
会
を
招

集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
方
に
は
お
忙
し
い
中
、

お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

本
日
の
臨
時
会
に
提
出
の
議
案
は
、
予
算
の
繰
越
し
に
関
す

る
報
告
二
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
審
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
私
が
企
業
長
に
就
任
を
い
た
し
ま
し
て
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
二
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
策
定
を
い

た
し
ま
し
た
経
営
戦
略
に
基
づ
き
ま
し
て
、
安
全
で
良
質
の
水

の
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
経
営
的
な
施
設
整

備
や
水
道
事
業
の
統
合
な
ど
、
広
域
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
将
来
の
府
域
一
水
道
の
実
現
に
向
け
て
、
決
意

も
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
、
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

企
業
長
の
御
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
中
谷
議
長 

日
程
第
六
、
諸
般
の
報
告
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

監
査
委
員
の
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
の
報
告
は
、
お
手
元

に
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 

○
中
谷
議
長 

日
程
第
七
、
報
告
第
一
号
及
び
第
二
号
「
令
和
元

年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書

報
告
の
件
」
外
一
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
は
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
御
了

承
願
い
ま
す
。 

 
 

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
副
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

吉
田
副
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
吉
田
景
司
副
企
業
長
登
壇
） 

○
吉
田
副
企
業
長 
本
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
第
一
号
報
告

及
び
第
二
号
報
告
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

提
出
議
案
の
表
紙
を
お
め
く
り
い
た
だ
き
、
一
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
一
号
報
告
、
令
和
元
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ペ
ー
ジ
を
お
め
く
り
い
た
だ
き
、
二
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
会

計
（
水
道
用
水
供
給
事
業
）
の
予
算
繰
越
計
算
書
を
御
覧
く
だ

さ
い
。 

 
 

令
和
元
年
度
の
建
設
改
良
費
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事

の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お

り
、
七
億
三
千
七
百
八
十
万
八
千
百
二
十
一
円
を
令
和
二
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

三
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
会
計
（
市
町
村
域
水
道
事
業
）
の
予

算
繰
越
計
算
書
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

表
の
上
段
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
元
年
度
の
忠
岡
水
道
事
業
に
お
け
る
建
設
改
良
費
の
予

算
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
者
と
の
調
整
に
日
時
を
要
し
た
こ
と

に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
二
千
二
百

四
十
万
七
千
円
を
令
和
二
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

表
の
下
段
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
元
年
度
の
千
早
赤
阪
水
道
事
業
に
お
け
る
建
設
改
良
費

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事
の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
状
況

の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
繰

越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、
八
百
二
十
五
万
円
を
令
和
二
年

度
に
繰
り
越
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

四
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

次
に
、
第
二
号
報
告
、
令
和
元
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
報
告
の
件
に
つ
き
ま

し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

五
ペ
ー
ジ
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
を
御

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

令
和
元
年
度
の
建
設
改
良
費
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
工
事

の
施
工
に
伴
い
発
生
し
た
状
況
の
変
化
へ
の
対
応
に
日
時
を
要

し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
繰
越
額
の
欄
に
記
載
の
と
お
り
、

一
億
二
千
八
百
五
万
四
千
六
百
四
円
を
令
和
二
年
度
に
繰
り
越

す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ら
は
、
地
方
公
営
企
業
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
繰
り
越
し
た
も
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
御

報
告
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 



 

 

 
 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

以
上
で
副
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
よ
り
日
程
第
七
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 
 

質
疑
は
、
お
一
人
当
た
り
、
登
壇
回
数
三
回
ま
で
、
時
間
は

質
疑
と
答
弁
を
合
わ
せ
て
三
十
分
の
範
囲
で
行
い
ま
す
。 

 
 

通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
指
名
を
い
た
し
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

池
渕
佐
知
子
議
員
。 

 
 

 
 

（
池
渕
佐
知
子
議
員
登
壇
） 

○
池
渕
議
員 

吹
田
市
選
出
の
池
渕
佐
知
子
で
す
。
第
一
号
報
告

及
び
第
二
号
報
告
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
繰
越
計
算
書
の
説
明
欄
に
書
か
れ

て
い
る
繰
越
し
理
由
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 
 

工
事
施
工
状
況
の
変
化
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。 

 
 

ま
た
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
予
定
し
た
以
上

に
協
議
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
理
解
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
主
な
も
の
、
あ
る
い
は

金
額
が
多
い
も
の
に
つ
い
て
、
例
と
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

次
に
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
た
影

響
に
よ
り
、
令
和
元
年
の
工
事
着
手
が
遅
れ
、
そ
の
結
果
、
今

回
繰
越
し
に
な
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

次
に
、
さ
き
に
お
尋
ね
し
た
繰
越
し
に
至
る
理
由
の
工
事
施

工
状
況
の
変
化
、
関
係
機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
理
由
に
よ
り
工
事
期
間
に
変
更
は
な
い
が
、
工
事
着
手
が
遅

れ
た
た
め
繰
越
し
に
な
っ
た
も
の
と
、
工
事
期
間
そ
の
も
の
が

延
び
た
た
め
繰
越
し
に
な
っ
た
も
の
と
、
大
き
く
二
種
類
に
分

か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
工
事
期
間
そ
の
も
の
が
延
び
た
も

の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

次
に
、
工
事
期
間
が
延
び
た
こ
と
に
よ
り
、
工
事
管
理
費
用

な
ど
費
用
が
か
さ
む
場
合
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
の
工
事
も
工
事
契
約
額
の
増
額
は
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
で

し
ょ
う
か
。 

 
 

そ
れ
か
ら
、
入
札
不
調
の
四
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
ま
し
た
か
。
再
入
札
な
ど
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 
 

こ
れ
で
一
回
目
の
質
問
と
い
た
し
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

こ
れ
よ
り
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

堤
工
務
課
長
。 

 
 

 
 

（
堤
重
德
事
業
管
理
部
工
務
課
長
登
壇
） 

○
堤
事
業
管
理
部
工
務
課
長 

六
点
の
御
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
、
順
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
工
事
施
工
状
況
の
変
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
具
体
的

な
例
と
し
ま
し
て
、
村
野
浄
水
場
の
オ
ゾ
ン
設
備
の
更
新
工
事

が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
件
は
、
対
象
と
な
る
オ
ゾ
ン
接
触
池
を
工

事
に
際
し
停
止
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
浄
水
処

理
工
程
で
緊
急
的
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

送
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
工
事
対
象
と
な
る
オ
ゾ
ン
接
触
池

の
停
止
が
で
き
な
く
な
り
、
繰
越
し
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
寝
屋
川
市
内
で
の
弁
室
築
造
工
事
で
は
、
工
事
に
伴

い
管
路
を
断
水
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
バ
ル
ブ
に
不
具

合
が
あ
り
、
そ
の
補
修
に
日
数
を
要
し
た
た
め
、
繰
越
し
と
な

り
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
繰
越
し
理
由
の
関
係
機
関
と
の
協
議
に
つ
き
ま
し
て

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

具
体
的
な
例
と
し
ま
し
て
は
、
河
南
連
絡
管
の
送
水
管
布
設

基
本
設
計
委
託
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
件
は
、
河
川
部
に
お
け

る
横
断
方
法
や
施
工
方
法
な
ど
、
河
川
管
理
者
と
の
協
議
に
日

数
を
要
し
た
た
め
に
繰
越
し
を
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
堺
市
内
で
の
送
水
管
の
更
新
工
事
で
は
、
立
て
坑
の

設
置
に
際
し
、
試
験
掘
り
を
行
っ
た
結
果
、
ガ
ス
本
管
な
ど
が

想
定
以
上
に
近
接
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
管
理
者
と
施
工
方
法

な
ど
の
調
整
に
日
数
を
要
し
た
た
め
、
繰
越
し
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
ほ
か
に
、
鉄
道
管
理
者
や
地
元
地
権
者
と
の
協
議
な
ど

に
よ
り
繰
越
し
と
な
っ
た
案
件
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
平
成
三
十
年
度
の
繰
越
し
の
影
響
で
、
令
和
元
年
度

に
繰
越
し
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え

い
た
し
ま
す
。 

 
 

具
体
的
な
例
と
し
ま
し
て
は
、
藤
井
寺
ポ
ン
プ
場
内
の
バ
ル

ブ
改
良
工
事
な
ど
三
件
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
施
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
既
設
送
水
管
の
断
水
の
た
め
、
別
途
整
備
し

て
い
る
バ
イ
パ
ス
送
水
管
の
稼
働
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
完
成
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
繰
越
し
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
工
事
施
工
状
況
の
変
化
、
関
係
機
関
と
の
協
議
が
理

由
で
繰
越
し
と
な
っ
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
工
事
二

十
二
件
全
て
で
工
事
期
間
を
延
長
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
工
事
期
間
が
延
び
た
こ
と
に
伴
う
契
約
額
の
増
額
に

つ
き
ま
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
 

一
般
管
理
費
な
ど
の
諸
経
費
は
、
工
事
費
に
対
す
る
率
に
よ

り
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
費
用
が
増
額
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
工
事
に
用
い
る
矢
板
や
覆
工
板
な
ど
、
設
置
期
間

に
応
じ
て
賃
料
や
損
料
が
発
生
す
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

延
長
期
間
分
の
費
用
が
増
額
さ
れ
ま
す
。 

 
 

最
後
の
御
質
問
で
す
が
、
先
般
の
議
員
全
員
協
議
会
で
配
付

い
た
し
ま
し
た
参
考
資
料
に
記
載
の
入
札
不
調
へ
の
対
処
に
つ

き
ま
し
て
は
、
四
件
の
う
ち
三
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
公

告
を
行
い
、
契
約
い
た
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
一
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
再
度
公
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
再
度
入
札
不
調
と
な
っ

た
た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
基
づ
き
随
意
契
約
を
い

た
し
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

池
渕
議
員
。 

 
 

 
 

（
池
渕
佐
知
子
議
員
登
壇
） 

○
池
渕
議
員 

二
回
目
の
質
問
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

工
事
期
間
が
延
び
た
こ
と
に
よ
り
、
矢
板
や
覆
工
板
な
ど
の

設
置
期
間
に
応
じ
て
賃
料
や
損
料
の
費
用
が
発
生
す
る
も
の
が



 

 

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
延
長
期
間
分
の
費
用
が
増
額
さ
れ

て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 
 

で
は
、
ど
の
工
事
が
増
額
と
な
り
、
そ
の
増
額
の
額
は
幾
ら

か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

堤
工
務
課
長
。 

 
 

 
 

（
堤
重
德
事
業
管
理
部
工
務
課
長
登
壇
） 

○
堤
事
業
管
理
部
工
務
課
長 
工
事
期
間
が
延
び
た
こ
と
に
よ
り

費
用
が
増
額
さ
れ
た
案
件
は
、
寝
屋
川
市
内
の
弁
室
築
造
工
事

の
一
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
工
期
の
延
長
に
伴
い
、
当
初
請

負
金
額
約
七
千
三
百
五
十
万
円
に
対
し
ま
し
て
、
約
三
百
六
十

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

○
中
谷
議
長 

池
渕
議
員
。 

 
 

 
 

（
池
渕
佐
知
子
議
員
登
壇
） 

○
池
渕
議
員 

御
答
弁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

工
事
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
工
事
施
工
状
況
が
当
初
予
定
し

て
い
た
も
の
か
ら
変
化
し
た
り
、
関
係
機
関
と
の
協
議
も
、
相

手
が
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
想
定
よ
り
も
時
間
が
か
か
っ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
予
定

ど
お
り
工
事
が
進
ま
ず
、
お
の
ず
と
予
算
執
行
が
遅
れ
、
翌
年

度
に
予
算
繰
越
し
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
算
繰

越
し
の
結
果
、
後
年
度
工
事
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
後
年
度
も
繰

越
し
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
予
算
の
増
額
を
伴
う
こ
と
も

答
弁
の
中
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
も
、
繰
越
し
に
な
ら
な
い
よ
う
御
努
力
は
さ
れ
て

い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
可
能
な
限
り
繰
越
し
せ
ず
に

事
業
遂
行
及
び
予
算
執
行
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。 

○
中
谷
議
長 

池
渕
佐
知
子
議
員
の
質
疑
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
通
告
の
質
疑
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
を
も
っ
て
、
日
程
第
七
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
終

結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
日
程
第
七
の
報
告
二
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
決
不

要
で
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 

○
中
谷
議
長 

日
程
第
八
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員
派

遣
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
し
ま
す
。
会
議
規
則
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
お
手
元
に
配
付
の
と
お
り
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の

浄
水
施
設
等
の
調
査
に
派
遣
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
中
谷
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、

お
手
元
に
配
付
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

○
中
谷
議
長 

以
上
で
本
日
の
議
事
日
程
は
全
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

 
 

以
上
を
も
っ
て
本
日
の
会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 
 

こ
れ
を
も
っ
て
、
令
和
二
年
七
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま

す
。 

 

午
後
一
時
二
十
四
分 

閉
会 

  

臨
時
議
長 

 

川
西 

二
郎 

議 
 

長 
 

中
谷 

清
豪 

副 

議 
長 

 

永
谷 

幸
弘 

議 
 

員 
 

矢
野 

正
憲 

議 
 

員 
 

原 
 

明
美 

  


